
 

【解答】 

（１） 
　空気抵抗を無視できるとした時、ボールの運動を水平方向と鉛直方向に分解すると、水平
方向の初速度は 、鉛直方向の初速度は となる。ボールが最高点に到達した時、

ボールの速度は０になるため 

    ⇨     ・・・（解） 

（２） 
（１）より 

 ・・・（解） 

（３） 
地面に到達する時、t=0となることから 

   ⇨  ・・・（解） 
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（４） 
（３）より 

 ・・・（解） 

（公式：  を使用） 

（５） 
（４）の解答より、初速度  および重力加速度 は一定であることから、飛距離を決める変

数はθである。よって最高飛距離となるのは2θが最大となる時である。 であ
ることから、 の時飛距離が最大になるため 

   ⇨   ・・・（解） 
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テキスト受け取りはこちらをクリック！
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http://juken-philo.com/lp/manupre01/

